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はじめに 

WFOT は，作業療法が国際的に認知された社会の健康と幸福に貢献する専門職であると主張する。 

国際的な専門職市場における人材不足は，低収入国から高収入国への大勢の積極的な人材流入という

結果をもたらした。長年に渡り，自国に留まる専門職が少ないことは，サービスが少ないとか，存在しない

ことになるといった脅威を創り出してきた。しかし，こうした移動が生む利益もあり，よりよい生活を追求

する人と，熟練技能をもつ職員を求める人の間の困難な緊張状態が形成されている。 

この声明書は，人材という面で，専門職の人口が少ない地域から作業療法士を積極的に資源として得

て，責任ある募集をサポートすることを目的とする。 

 

WFOTのポジション 

WFOT は，作業療法士が国際的に移動することが，専門職と人々，両方の幸福を発展させ，成長させ，

維持するために必須であると主張する。WFOT は，作業療法士が別の国においても，自分たちの専門職

の認識や実践に関わる権利があるという信念をサポートする。この権利を行使することを選択した作業療

法士は，受け入れ国により決められた移民の基準や必要な制度を知り，それに合うようする必要がある 1。 

多くの国々が，自分たちの国の作業療法士の調達を統治する基準を実行している。これには，専門職の

持続性をサポートする目的があるが，他の国で認められたことを適用する個人の権利を侵害するもので

はない。 

国際的に作業療法士を積極的に受け入れる国，組織，共同体，機関は，輩出国の地理的プロフィールを

考慮し，理解し，解釈し，輩出国と受け入れ国の間に存在するかもしれない文化的差異に対して前もって

対応する必要がある。 

別の国で自分の技能を使って実践することを選択した作業療法士は，自分の技能，信念，能力と，受け

入れ国により示されている要求を，観察し，尊重し，その基準に合わせる必要がある。作業療法士も国際

的募集をする人も，人材不足があり作業療法の発展が継続している国に多くの作業療法士がいることに

対する策を講ずる倫理を考える必要がある。 

 

声明書の発展のための論拠 

資格のある人材の数が多い国にとっても，少ない国にとっても，作業療法士の需要があることを，研究

が示している 2。別の国で自分の技能を使って実践することを選択した作業療法士の中には，かつてはそ

の国で教育を受けた人もいることを，移住データが明らかにしている 2。作業療法専門職が発達し続ける

地域において，国際的に教育を受けた作業療法士の移住は，専門職の進化を促進するような教育，実践，

研究の形成に計り知れないサポートを提供することができる 3。 

保健医療専門職の移住に関連するデータの多くは，看護と医療専門職に基本的には焦点を当てており，

その他の保健医療従事者の移住に関しては，範囲はより狭いものとなっている 4,5。なぜ保健医療専門職

が別の国への移住を選択するのかの理由は，個人的，社会的，経済的，政治的，環境的，制度上の力や要因

があると引用されている 5-9。 

多くの国，組織，共同体，機関が，自分たちの住民の健康や社会的ケアのニーズに対応するための能力

を発達させ維持するために，国際的に他の地域から，作業療法士を含む保健医療従事者を募集すること

を選択する 6,7,9-11。専門職人口が少ない地域の保健医療従事者の募集は，多くの政府が倫理的募集基準

を実行することにしており，他国への保健医療従事者の移住を保護したり，統治したりすることを目的と

した政策がある 8-13。最近まで，こうした政府の基準や政策を知らせる作業療法専門職の人口統計学的デ

ータがほとんどなかった。 

WFOT は，作業療法士の世界的な状況を示し，経験のある作業療法士の労働力が不足している国々を

特定するための研究を発表した 2。このデータは，地域の政策や方針の発達を知らせるもので，特に他の

国からの作業療法士の募集を考慮する際に，このデータが使われる。 

人材が少ない地域の専門職の成長を保護することと，他の国で自分の技能を使って実践することを認

めて，これを行う個人の権利を維持することのバランスをとる必要性を認識しながら，WFOT は，国際的

な位置から作業療法士を募集する時に，倫理的，道徳的考慮をする際の助けになるような声明を作成す

る。 
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作業療法士と国内協会のチャレンジ 

1) 作業療法士の人口統計学的分布を広く知らせていくこと。これは，人材が少ないとされている地域

から，国際的に教育された作業療法士の人材のための政府の方針を知らせることになる。 

2) 他の国から，また他の国への作業療法士の移住や移民についての統計情報をもつこと。 

3) 国内協会は，自国の作業療法士が，その国での作業療法士の定着をサポートするような継続的な教

育機会や労働条件をもてるよう交渉，主張すべきである。 

4) 国際的に教育を受けた作業療法士による健康ケアや社会的ケアのシステムへの特有の貢献のエビデ

ンスをもつこと 

5) 明確な期日までに，作業療法士の世界の人口統計学的情報に寄与するデータについての WFOT の

要請に対応すること 

 

WFOTのチャレンジ 

1) 作業療法専門職の総合的な人口統計学的情報を維持する。 

2) 会員組織から，より効果的な回答を促進するためのデータ収集方法を洗練する。 

3) 作業療法関連領域における実践の倫理的募集を定義する。 

 

結論 

作業療法は，国際的に認識された専門職であり，住民の幸福に肯定的な影響を与える。国際的に教育を

受けた作業療法士は，開発途上国でも先進国でも作業療法サービス提供に貢献する。 

作業療法士は，別の国で自分の技能を使って実践することに応募する権利をもつ。 

他の国で働くことを選択した作業療法士は，選んだ土地での基準，移民や文化的要請に応えるべきであ

る。 

他の国際的地域から作業療法士の人材を得ることを選択した国，組織，共同体，機関は，資源国の人口

統計学的状況を考慮し，派遣国と受け入れ国との間に存在するかもしれない文化的違いについて必要な

ものを認識し，提供すべきである。 

作業療法士人口が，その国での住民のニーズを充足しないような地域から作業療法士を調達するとき

には，WFOT は，責任のある募集が行われるために主張し，サポートする。 
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